
下 高 井 戸 調 節 池 事 業 の 概 要
神田川の概要

下高井戸調節池の整備目的

① 護岸整備よりも早期に時間５０ミリ降雨への対応が可能
となります。

② 護岸整備の完了後は時間７５ミリ降雨対応の施設として
効果を発揮します。
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■ 時間50mmを超える発生要因別降雨の経年変化

■ 時間７５ミリ対応の考え方

過去の主な水害
(平成１７年９月豪雨)

神田川は、三鷹市内の井の頭池に源を発し、善福寺川、妙正寺川を合流しながら東京都の中心部を流れ、
下流部で日本橋川を分派したのち、隅田川に合流する一級河川です。

○流域面積 105k㎡
○河川延長 24.6㎞
○護岸整備率 86%
(50ミリ整備） （H27年度末時点）

神田川流域
案内図

神田川流域

（妙正寺川北原橋付近：中野区提供）

発生年月日 平成17年9月4日
時間最大雨量 112mm/hr
24時間雨量 263mm
浸水面積 1.75ha
浸水家屋 約6,000棟

下高井戸調節池

下高井戸調節池完成時のイメージ図

調節池流入時のイメージ

通常時 洪水時（流入時）

洪水を調節池に流入させ、一時的に貯留する
ことにより、調節池下流側の水位を下げ、安全
にします

【（参考）妙正寺川第二調節池への洪水流入状況】

越流堤
河川の水位が上がると
地下の調節池に流入します



○搬出入路の見直しを踏まえた工事計画

問い合わせ先

施工者１）： 下高井戸調節池工事に伴う準備工事

松井建設株式会社 現場代理人兼監理技術者 石原

電話番号：０７０－６９９７－５３８７ （携帯）

施工者２）： 下高井戸調節池工事

大成・徳倉建設共同企業体 現場代理人 大塚 監理技術者 木村

電話番号：０７０－４４７５－０９８０ （携帯）

発注者： 東京都第三建設事務所 工事第二課

工事担当 青木、芦田 電話番号：０３－３３８７－２１０３

設計担当 岡田、中井 電話番号：０３－３３８７－６２５０

下高井戸調節池工事に伴う搬出入路設置工事の概要

仮設桟橋完成時のイメージ図

・永福橋補強工事
補強工事中は、片側交互通行
とする可能性があります。

・施工用桟橋
仮設桟橋工事終了時に、撤去します。

・右岸管理用通路
⇒全面通行止め

※管理用通路
河川沿いに設置された川の維持管理に使う通路のこと。
普段は遊歩道として一般に開放しています。

・左岸管理用通路（永福自転車集積所～区道）
⇒搬出入路整備工事中は通行止め
⇒仮設桟橋設置完了後 再開放します。

・左岸管理用通路（永福橋～永福中央公園）
⇒永福橋からの乗入れ部施工時
（約２ヶ月間）通行止め

永福中央
公園

永福自転車
集積所

搬出入路設置工事の工事車両通行ルート
（多い日で、日7台程度の大型車両が往復します。）
※調節池工事中は、本ルートを使用しません。

・乗入れ部
幅広な桟橋となります。

下高井戸調節池

曲がり角や公園出入口には
交通誘導員を配置し、
車両通行時の安全を確保します。

・仮設桟橋
調節池工事中使用します。

北

・仮設桟橋施工ヤード整備

松井建設株式会社

大成・徳倉建設共同企業体

予定施工区分

区
道

平面図

工事目的 ：下高井戸調節池工事における工事用車両の搬出入に使用するため、
下記２件の工事にて搬出入路を設置します。

工事件名 ：１）下高井戸調節池工事に伴う準備工事
２）下高井戸調節池工事

工事場所 ：杉並区永福二丁目地内から同区下高井戸二丁目地内まで

工事期間 ：工事開始から 約15ヶ月間（予定）
※ただし、原則 日曜日は作業を行いません。

作業時間 ：午前８時から午後６時まで
※工事の進捗に応じて変更させていただく場合がございます。
※大型車による搬出入は午前８時３０分から行います。

予定施工区分：

【仮設桟橋施工ヤード整備工事】
・永福自転車集積所内で工事ヤードの整備工事を行います。
（スロープ設置工事、仮囲い工事、一部既存施設撤去工事、施工ヤード工事）

【施工用桟橋工事】
・搬出入路として使用する仮設桟橋を構築するための作業拠点を造ります。
なお、施工用桟橋は仮設桟橋が永福橋までつながり次第、撤去します。

【仮設桟橋工事】
・川の上に桟橋を築造します。
（鋼矢板打設工事、既設護岸撤去工事、桟橋設置工事）

【永福橋補強工事】
・既存の永福橋を補強します。

通行止め ：工事期間中は、右平面図中に赤色で示す管理用通路を一時通行止めにして
作業を行います。

※ 調節池工事・関連工事完了後に仮設桟橋の撤去工事を予定しています（別途工事）

１）下高井戸調節池工事に伴う準備工事 （松井建設株式会社）

２）下高井戸調節池工事 （大成・徳倉建設共同企業体）



工事箇所

東京都立
中央ろう学校

工事目的 ：本工事は、神田川整備事業として下高井戸地先に洪水を
一時的に貯留する地下式調節池を築造する工事です。
貯留量30,000ｍ3の調節池です。

工事件名 ：下高井戸調節池工事

工事場所 ：杉並区永福二丁目地内から同区下高井戸二丁目地内まで

工事期間 ：調節池本体工事開始から約５年５ヶ月間（予定）

作業時間
及び作業日 ： 原則 午前８時～午後６時まで

原則 日曜日は作業を行いません
※工事の進捗に応じて変更させていただく場合がございます。
※大型車による搬出入は午前８時３０分から行います。

工事内容 ：地下調節池 112.5ｍ×54.5ｍ×8.7ｍ
越流堤・導水路・ポンプ槽・排水樋管・坂路(進入路)
護岸工 34.7ｍ
護床工 60.0ｍ

連絡先 ：施工会社
大成・徳倉建設共同企業体
現場代理人：大塚
監理技術者：木村
電話：０７０-４４７５-０９８０ （携帯）

発注者
東京都第三建設事務所 工事第二課 岡田、中井
電話：０３-３３８７-６２５０

工事位置図

下 高 井 戸 調 節 池 工 事 概 要

平面図

Ａ－Ａ 断面図
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地下調節池・導水路・ポンプ槽築造

埋戻し

護岸撤去・掘削

越流堤・排水樋管築造

護岸復旧・護床工

工事の流れ


